
 

  
 

 

 

感謝を伝える「ありがとう集会」 

 １年間、いろいろな場面でお世話になっ

たボランティアの皆さんへ感謝を伝える

「ありがとう集会」を行いました。７４名

のボランティアの皆様

がいらっしゃいますが、

当日は１５名の方が参

加されました。参加さ

れた方から「みんなに

元気をもらっています。

これからも、運動に勉

強に頑張ってください。」と励ましの言葉

もいただきました。感謝状とみんなのお礼

にとても喜んで帰られました。ボランティ

アの皆さま、１年間ありがとうございまし

た。おかげで、子供たちは、安全に楽しい

学校生活を送ることができました。今後と

も見守り等よろしくお願いします。 

２年生「命の誕生」 助産師  寺床さん 

ありがとうございました。 
２月１５日、

助産師の寺床

さんをお招き

し、「命の誕

生」について

学習しました。

子供たちは、

真剣にお話に耳を傾けていました。よい学

びになりました。ありがとうございました。 

６年生「薬物乱用防止教室」   
学校薬剤師 山田先生から学ぶ 
 ２月６日、学校薬剤師の山田先生をお

迎えし、６年生にお話をしていただきまし

た。薬物の摂取による体や心の変化、身近

に薬物があること、そして、自分の判断力

が大切なことについて学びました。このよ

うな学びを積み重ねることで、自分で正し

く判断できる力をつけていってほしいと思

っています。山田先生、ありがとうござい

ました。 

６年 国語「私は、ぼくは」 

６年生は、

国語の学習を

通して、「自

分の進路や中

学校で頑張り

たいことなど、

伝 え 合 う 学

習」を行いました。一人一人がタブレット

を使ってプレゼンを作成し、「自分の将来

の夢」「夢へのきっかけ」などを発表して

いきました。発表を聞き、「○○君は、想

像力が豊かなので、いい建築士になると思

います。応援しています。」「○○さんが

困ったときには、私が、助けます。」「私

も算数が苦手なので、今日から自学をしま

す。」など、友だちの発表を通して、自分

の取組を見いだした友達もいました。とて

も、素敵な時間でした。６年生が、中学校

生活に対して希望を持って進んでくれるき

っかけになったようです。 
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合い言葉  「自分から進んで『笑顔』で行動する」 
 



 

２年生 道徳「なまけにんじゃ」の学習を通して 
２年生で道徳の学習がありました。ねら

いは、「自分の怠け心に打ち勝つ力を持っ

て、行動できる態度を養う」です。学習の

まとめで「校長先生の話」が設定されてい

て、「怠け忍

者 に 勝 っ て

ほしい」と伝

えました。す

ると、授業の

次 の 日 に 子

供 た ち が や

ってきて、「校長先生、ゲームをしたい怠

け忍者に勝てました！」とニコニコ顔で報

告に来ました。「わーうれしーい。また、

勝てたら教えてね。」とハイタッチをして、

喜びました。それが１週間続きました。学

んだことをやってみようと「チャレンジす

る」姿に、

成長を感じ

ます。本当

に緑ケ丘小

の子供たち

は、素直な

子供たちば

かりです。「にこにこ笑顔」が校長室の周

りに広がる素敵な時間となりました。 

第５回 学校運営協議会開催 
 学校運営協議会は、学校とともに児童の

豊かな心身の育成をめざす機関です。２月

１５日に、最後の学校運営協議会を開催し

ました。１年間の学校の取組や課題を明確

にし、次の年につなげるため、ご意見等を

いただきました。委員の皆様には、今年も

大変お世話になりました。最後の一大行事、

卒業式に参加してもらい、６年生の門出を

一緒にお祝いしてもらいます 

今年度を振り返って 

「みんなの笑顔が 

かがやく学校にしよう」 
その１「友だちと力を合わせよう」 

（共感協働できる力） 

その２「チャレンジしよう」 

（課題解決に向かう力） 

その３「目標を持ち努力しよう」 

    （自ら考えやり抜く力） 

上記は、１年間児童に伝えてきた「身に

つけたい３つの力」の結果です。 

前期の達成率は、平均８２％、後期の達

成率は、平均９１％でした。子供たちが後

期、更に頑張ったことがうかがえます。 

職員も、知・徳・体の部会に分かれ、ど

の学年も、どの職員も同じ指導ができるよ

うに揃えるところは揃え、また、担任や学

年での工夫をしながら、児童の発達段階や

個々の育ちに合わせて、取り組んできまし

た。まだまだ、子供たちの力を伸ばしきれ

ていないところがありますが、常に「一人

一人の子供たちが笑顔で学校生活が送れて

いるか」と、子供の姿をめやすに指導をす

るよう話してきました。残りわずかですが、

子供たちが、希望を持って次の学年に進級

できるよう、全職員で最後までねばり強く

取り組みたいと思います。 


